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週休2日制となったことで、

趣味であるサッカー観戦を

休日に行える回数が増えま

した。休日はサポーターで

ある鹿島アントラーズの試

合を鹿島スタジアムまで行

き観戦をしています。

友人たちとの輪も広がり

気持ちがリフレッシュされ、

翌週の作業も頑張ろうとい

う気分になれました。

今回の現場では、作業の効率化を図るため杭打設管理システムを導入しました。このシステム

は、杭芯位置や傾き、杭の設計位置と施工の偏心量をリアルタイムに杭打機のオペレーター自ら

が運転席に取り付けられたモニターで確認できるというものです。

これにより、従来、計測者が行っていた杭の上下二点の計測を自動で行うことで人手が要らず、

更に施工精度の向上や工程の短縮に繋がりました。

～私の休日～
休日の過ごし方

現場での取り組み


